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　 二 科 ・ 三 科 参 考 手 本 （半切２分の１サイズ用）

▶�二科・三科は、半切２分の１サイズまたは半切のどちらかで出品して下さい。課題は自

由ですが、半切２分の１サイズを選択した場合、下掲の参考手本によりご出品いただく

こともできます。

美
し
い
笑
い
は
家
の
中
の
太
陽
で
あ
る

澤　　　幸　寿　書

さ
し
い出

づ
る
山
の
朝
日飛

の
は八

な奈

や
か可

に尓

　
　
　
蒼
み
て
雪
の
あ

浅

さ
き支

む

紫
ら
さ
き
（
太お

お

田た

水み
ず

穂ほ

）

簗　瀬　舟　香　書

雪せ
つ
げ
つ
か
の
と
き
も
っ
と
も
き
み
を
お
も
う

月

花

時

最

憶

君

荻　田　蒼　仙　書

白
樺
に二

霧
の
宿

や
登

へ遍

の
道み

地

し
る
べ邊

（
水

み
ず

原は
ら

秋
し
ゅ
う

桜お
う

子し

）

簗　瀬　舟　香　書

太た
い
こ
う
と
う
せ
つ
を
ひ
ら
く

昊
啓
東
節

荻　田　蒼　仙　書

ゆ遊

づ
り
葉
や
口
に二

ふ布

く
み三

て
筆
は者

じ
め免

（
其き

角か
く

）

田　中　貴　光　書
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短期特別課題 原 点 回 帰

憲
照
先
生
の
手
本
ア
‐
ラ
‐
カ
ル
ト

（13）

�

（
à
‐
l
a
‐
c
a
r
t
e
）  

　
　

締
切
り
　
一
月
二
十
四
日
（
必
着
）

昭
和
58
年
４
月

つけペン・墨汁使用

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼�

今
回
も
硬
筆
部
だ
け
に
限
り
ま
す
。
全
員
本
会
級
位

用
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
硬
筆
を
習
っ
て
い
な
い
方

も
、
出
品
は
可
能
で
す
。
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

▼�

用
具
は
自
由
で
す
が
、
線
美
を
追
求
の
た
め
に
は
、

つ
け
ペ
ン
・
墨
汁
を
お
薦
め
し
ま
す
。

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
硬

筆
規
定
の
成
績
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
無
記
入
で
も
結
構
で
す
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲

載
し
ま
す
が
、成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。

▼�

月
例
作
品
と
同
封
す
る
場
合
は
、
必
ず
別
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
分
け
、表
に
「
月
例
」「
短
期
特
別
」
と
明
記

し
て
混
同
し
な
い
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

本
会
は
、
今
年
で
創
立
六
十
七
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
世
の
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

世
界
中
が
不
安
の
中
に
い
ま
す
。

　�
し
か
し
な
が
ら
諸
先
生
、
会
員
の
皆
様
の
〝
書
〟
へ

の
意
欲
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
時
間
と
共
に
基
本
的

活
動
は
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◎�

今
年
の
短
期
特
別
課
題
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
『
原

点
回
帰
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
本
会
の
創
設
者
奥
村

憲
照
先
生
の
手
本
を
改
め
て
学
び
直
す
こ
と
に
い
た

し
ま
す
。
お
手
本
は
、
硬
筆
、
毛
筆
、
一
般
部
、
教

育
部
な
ど
も
合
わ
せ
れ
ば
相
当
数
あ
り
ま
す
。
一
種

類
を
四
ヵ
月
交
替
で
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◎�

多
く
の
方
が
か
つ
て
憧
れ
た
憲
照
先
生
の
書
と
向
き

合
う
こ
と
で
、
書
へ
の
情
熱
を
今
一
度
燃
え
上
が
ら

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎�

創
立
七
〇
周
年
に
向
け
て
、
力
強
く
歩
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。

〔
解
　
説
〕

サ
ッ
と

リ
ズ
ム
よ
く

圧
の
変
化

右
の
タ
テ
画

太
く軽

く
サ
ッ
と

短
く
強
め

小
さ
く
ま
と
め
る

１

２

３

４

５

６

★
ロ
ー
マ
は
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
セ
ル
バ
ン
テ
ス

�

（
一
五
四
七
～
一
六
一
六

・
ス
ペ
イ
ン
、
小
説
家
）

　
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
名
著
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
」
に
出
て
い
る
名
言
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
首

都
ロ
ー
マ
は
、
当
時
世
界
第
一
の
大
都
会
で

あ
っ
た
が
、あ
の
よ
う
な
大
都
会
は
、わ
ず
か

の
年
月
で
、
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
長
い

間
の
歴
史
と
、
住
民
の
努
力
の
結
果
と
し
て

成
就
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
大
き
な

事
業
は
、
長
い
期
間
の
努
力
な
く
し
て
は
完

成
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。



新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕
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新
あら

　井
い

　龍
りゅう

　峰
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

〔解　説〕

★
経
験
と
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド

�

（
一
八
五
四
～
一
九
〇
〇
）

　
　
詩
人
・
作
家
・
劇
作
家

　
経
験
が
豊
富
だ
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り

失
敗
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
失

敗
が
必
ず
し
も
本
人
を
賢
明
に
し
て
い
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

　
人
間
が
賢
く
な
る
の
は
、
経
験
に
よ
る
の

で
は
な
く
、
経
験
に
対
処
す
る
能
力
に
応
じ

て
で
あ
る
と
作
家
は
言
っ
て
い
ま
す
。

◆
２
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
人
生
に

　
意
味
あ
る
は
則
ち

　
熱
意
あ
る
が
故
な
り

★
大
切
な
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
勝
海
舟
（
一
八
二
三
～
一
八
九
九
）

　
　
江
戸
末
期
の
幕
臣
・
明
治
期
の
政
治
家

　
江
戸
城
開
城
時
の
交
渉
は
、
実
に
骨
だ
っ

た
と
海
舟
は
言
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
江
戸
市
中
は
、
い
ま
に
も
官
軍
が

乗
り
込
む
と
言
っ
て
大
騒
ぎ
で
し
た
が
、
海

舟
は
他
の
官
軍
に
は
頓
着
せ
ず
、
眼
中
に
は

私
利
私
欲
の
感
じ
ら
れ
な
い
西
郷
隆
盛
た
だ

一
人
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
２
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
物
事
に
は

　
納
得
で
き
る
矛
盾
と

　
で
き
な
い
矛
盾
が
あ
る

　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　
▼
師
範
＝
楷
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　1 月24 日（必着）

古
ふる

　田
た

　瑞
ずい

　苑
えん

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

軽
く
止
め
る

の
び
よ
く

下
を
少
し
広
く

下
を
長
く

下
を
短
く

だ
ん
だ
ん
小
さ
く

ス
ッ
と



新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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〔
句
解
〕
日
の
か
げ
っ
た
枯
れ
野
を
歩
い
て

行
く
と
、
行
く
手
の
遠
く
に
見
え
る
山
の
頂

に
ぽ
っ
か
り
と
日
が
当
た
っ
た
。

〔
鑑
賞
〕
明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
、

虚
子
庵
例
会
で
の
作
。
時
に
虚
子
二
十
六
歳
。

　
虚
子
は
自
己
の
代
表
句
と
し
て
多
く
こ
れ

を
揮き

毫ご
う

し
て
い
る
。
二
十
六
歳
に
し
て
こ
の

鉱
脈
を
堀
り
当
て
た
の
は
虚
子
の
幸
福
で

あ
っ
た
。
枯
淡
静
寂
の
う
ち
に
ほ
の
か
に
暖

か
み
の
あ
る
、
虚
子
そ
の
人
ら
し
い
句
で
あ

る
。

〔
解
説
〕「

」
の
「
る
」
の
書
き

始
め
は
「

」
の
よ
う
に
つ
き
あ
て
、

右
上
に
少
し
戻
し
て
書
き
始
め
る
と
良
い
。

◆
２
月
課
題
予
告

　
木き

曽そ

路じ

ゆ
く
我
も
旅
人
散
る
木
の
葉

�

（
臼う

す

田だ

亜あ

浪ろ
う

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

遠
山
に尓

日
の
当
り
た多

る
枯
野
か可

な

遠
山
に耳

日
の
当阿

多

り利

た堂

る
枯可

連

野
か
な奈

遠
山
に
日
の
当
り
た
る
枯か

れ

野の

か
な

�

（
高た

か

浜は
ま

虚き
ょ

子し

）

一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　1 月24 日（必着）

〔
古
筆
参
考
〕

尓に耳に堂た連れ奈な



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

〔古筆参考〕
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中
なかつかさしゅう

務 集

�
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

な奈

か可

つ
か可

さ
が可

し
ふ
は
、

こ
に尓

も
は八

べ
れ
ど
そ所

れ
は八

上
下

し
て
う
た
す数

く
な那

く

　
　
　
　
　
　
は八

べ
り利

て
、

こ
れ
は八

う
た
も
お
ほ本

く
か可

は八

り利

締
切
り
　
一
月
二
十
四
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔
歌
意
〕
私
の
手た

折お

っ
て
来
た
花
の
色
や
香

は
薄
い
に
し
て
も
、
貴
方
へ
の
尊
敬
の
私
の

心
だ
け
は
感
心
と
思
っ
て
下
さ
い
。

〔
出
典
〕
近
世
和
歌
集

　
　
　
　（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

〔解説〕
　
明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
御
座
居
ま
す
。

今
年
も
本
部
か
ら
の
御
依
頼
に
よ
り
拙
い
、

お
手
本
を
書
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
と

ご
一
諸
に
学
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
「
近
世
和
歌
集
」
の
中
か
ら

「
良
寛
」
さ
ん
の
歌
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

古
筆
は
「
西
行
」
の
中
務
集
の
歌
を
参
考
に

作
品
構
成
を
し
て
み
ま
し
た
。

・�

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋩
と
㋥
、

㋩
と
㋬
、
㋭
と
㋬
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・�

●
行
の
密
の
部
分
の
動
き
大
切
。

・�

→
指
向
性
大
切
。

・�

○
余
白
大
切
。

◆
２
月
課
題
予
告

　
い
づ
く
よ
り
春
は
来
ぬ
ら
む
柴
の
戸
に

　
い
ざ
た
ち
出
で
て
あ
く
る
ま
で
見
む

た
を
り利

こ
し
花
の
色い

路

香可

は盤

薄う
す

く
と
も毛

哀
れ
み三

た多

ま万

ひ避

こ
心こ

ろ
ば盤

か可

り
は八

㋬ ㋭

㋥
㋩
㋺ ㋑



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　 （
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  8  −

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

新
春
と
は
い
え
厳
し
い
寒
さ
が
続
く

毎
日
で
す
が
、
い
か
ゞ
お
過
ご
し
で
す
か
。

今
年
は
車
の
免
許
を
取
得
し
よ
う
と

正
月
か
ら
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
た
ら
、
ド
ラ
イ
ブ
に
お
誘
い

し
ま
す
の
で
、
断
ら
な
い
で
下
さ
い
ね
。

締切り　1 月 24 日（必着）



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  9  −

〔�

条
幅
解
説
〕

　
新
年
号
、
少
し
緊
張
し
た
の
で
、
ホ
イ
ホ
イ
と
声
を
出

し
て
筆
を
運
ぶ
と
気
楽
に
書
け
ま
し
た
。
潤
渇
と
直
と
曲

を
少
し
意
識
し
ま
し
た
。

「
一
本
の
線
は
そ
の
人
の
人
間
の
深
さ
に
依
る
」
　
　
　 

　
そ
ん
な
言
葉
は
私
に
は
イ
タ
イ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ご4

家
族
お
揃
い
で
よ
き
お
年
を
迎
え

　
　
ら
れ
た
こ
と
ゝ
存4

じ
ま
す

　
玄
関
先
に

　
　
健
気
に
咲4

い
て
い
る
福
寿
草
の
花
を

　
　
見4

つ
け
思
わ
ず
嬉
し
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
峰
半
分
に
降
り

そ
そ
ぐ
花
の
雨
、
そ
こ
に

鶯
の
声
が
聞
こ
え
た
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

締
切
り
　
一
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

　

　

　

　

　

　

半は

ん

ぽ

う

の

か

う

い

っ

せ

い

の

う

ぐ

い

す

峰

花

雨

一

聲

鶯



−  10  −−  11  −

〔
解
説
〕

萬ば
ん
ぶ
つ
こ
う
き
を
し
ょ
う
ず

物
生
光
輝

　〔
大
意
〕�

春
に
な
っ
て
何
も
か
も
多
く
の
物
が
ひ
か
り
を
発
輝
し
た
。

◆
２
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　1 月24 日（必着）

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
楷
書
）�

澤さ
わ  

　  

幸よ
し  

寿か
ず  

書



−  10  −−  11  −

〔
出
典
〕
孔
子
廟
堂
碑
（
六
二
六
～
六
三
三
）

〔
筆
者
〕
虞ぐ

世せ
い

南な
ん

（
五
五
八
～
六
三
八
）

〔
読
み
〕�

聖せ
い

謨ぼ

を
（
眇

び
ょ
う

）
属

し
ょ
く

し
、
大だ

い

（
道ど

う

に
）
凝

ぎ
ょ
う

心し
ん

す
れ
ば
、

〔
解
説
〕

　
※�

文
献
に
よ
っ
て
字
体
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
２
月
課
題
予
告※

旁
と
同
じ

　
　
　
属
　
　
　
　 

　
聖
　
　
　
　 

謨
　
　
　
　
　
　
凝
　
　
　
　
　
心
　
　
　  
大

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　1 月24 日（必着）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

須す

　
田だ

　
一い

ち

　
葉よ
う  

臨



−  13  − −  12  −

　一般部毛筆かな課題� 締切り　1 月24 日（必着）

〔
解
説
〕

　
５
７
５
で
、
右
２
行
は
平
仮
名
、
最
後
の

行
の
５
字
は
変
体
仮
名
で
す
。

　
平
仮
名
は
、「
平
安
初
期
、
漢
字
の
草
体
か

ら
作
ら
れ
た
草そ

う

の
仮
名
を
さ
ら
に
く
ず
し
て

作
っ
た
音
節
文
字
。
女
性
も
用
い
た
の
で
女

お
ん
な

手で

と
呼
ば
れ
、
は
じ
め
は
種
々
の
異
体
が
あ
っ

た
。「
ひ
ら
が
な
」
の
称
は
後
世
の
も
の
。」
変

体
仮
名
は
「
現
在
普
通
に
使
用
さ
れ
て
い
る

平
か
な
（
１
９
９
０
年
小
学
校
令
施
行
規
則

で
採
用
）
と
違
う
字
源
ま
た
は
く
ず
し
方
の

か
な
」（
共
に
『
広
辞
苑
』）

　
さ
て
、
１
行
ず
つ
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「
く
わ
ん
し
つ
や
」

　
突
い
て
（
蔵ぞ

う

鋒ほ
う

）「
く
」
を
書
き
、
終
わ
っ

て
毛
先
を
立
て
、
す
ぐ
「
わ
」
の
第
１
画
に
入

り
ま
す
。
横
線
は
、
角
で
し
っ
か
り
当
た
っ
て

毛
先
を
立
て
、
ユ
ッ
ク
リ
、
ハ
ヤ
ク
、
そ
し
て

ユ
ッ
ク
リ
回
り
、
回
り
切
っ
た
ら
、「
ん
」
の

斜
め
の
直
線
を
ハ
ヤ
ク
、
ト
ン
と
角
ま
で
一
気

に
書
き
ま
す
。
次
の
線
を
う
ま
く
書
け
な
い

人
は
、
そ
こ
で
紙
面
か
ら
筆
を
上
げ
、
空
中
で

筆
を
１
８
０
度
回
転
さ
せ
て
〈
持
ち
直
す
と

毛
先
が
紙
面
に
垂
直
〉
に
な
り
ま
す
か
ら
、

角
に
毛
先
を
持
っ
て
い
き
、
書
き
進
め
ま
す
。

「
し
」
は
、
釣
り
針
の
よ
う
な
形
に
せ
ず
、
少

し
揺
ら
し
た
だ
け
の
形
に
し
ま
し
た
。「
つ
」

も
、「
わ
ん
」
と
似
て
い
ま
す
。

　「
う
み
よ
り
ひ
く
き
」

　「
古
万
徒
者
羅
」

　
２
行
と
も
〈
直
線
ハ
ヤ
イ
、
曲
線
オ
ソ
イ
、

角
ト
メ
ル
〉
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
の
び
の
び

と
書
い
て
下
さ
い
。
　
　

〔
句
意
〕�

高
所
よ
り
海
を
眺
望
し
て
の
句
で
あ
る
。
前
面
に
松
並

木
の
緑
を
配
し
、
そ
の
上
に
海
を
置
く
。
明
る
い
穏
や

か
な
元
日
の
景
で
あ
る
。

　
　
　
　
◆
２
月
課
題
予
告

　
　
　
　
　
か
た
ま
つ
て
薄う

す

き
光

ひ
か
り

の
菫

す
み
れ

か
な

元
く
わ
ん

日し
つ

や
海う

み

よ
り
ひ
く
き
小古

松万
徒

原者
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久く

保ぼ

田た

万ま
ん

太た

郎ろ
う

〔
歌
意
〕
古
里
は
散
り
か
か
る
紅
葉
に
す
っ

か
り
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
昔
を
し
の
ば
せ
る

軒
の
し
の
ぶ
草
に
秋
風
が
さ
び
し
く
吹
い
て

い
る
よ
。

〔
出
典
〕
新
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

新
入
か
ら
１
級
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書



−  13  −

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書

−  12  −

　一般部毛筆かな課題� 締切り　1 月24 日（必着）

〔
歌
意
〕�

あ
た
た
か
い
心
の
こ
も
っ
た
手
紙
を
手
に
し
て
、
こ
の

手
紙
を
く
だ
さ
っ
た
人
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
と
、
折

し
も
鶯
の
鳴
く
音
が
聞
こ
え
た
こ
と
だ
。

　
　
　
　
◆
２
月
課
題
予
告

　
　
　
　
　
霞

か
す
み

立た

つ
春は

る

の
山や

ま

辺べ

は
遠と

ほ

け
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
吹ふ

き
来く

る
風か

ぜ

は
花は

な

の
香か

ぞ
す
る

〔
解
説
〕

　
料
紙
は
、
薄
い
楮
紙
に
ド
ー
サ
を
引
き
、

金
の
砂
子
を
蒔
い
て
、
出
来
上
が
っ
た
２
０

枚
ほ
ど
に
あ
い
さ
紙
を
し
て
、
〈
打
ち
紙
〉

し
て
平
滑
に
し
た
も
の
。
あ
い
（
間
）
さ
紙

は
濡
ら
し
て
、
２
０
枚
の
料
紙
が
乾
く
ま
で

杵
で
叩
き
続
け
る
の
で
す
。
平
安
時
代
に

は
、
打
ち
紙
を
し
て
か
な
書
の
料
紙
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
毛
先
１
本
の
鋭
い
線

が
書
け
た
の
で
す
。

　
さ
て
、
全
体
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
右
２
行
は
、
ゆ
っ
た
り
行
間
を
あ
け
て
、

の
び
の
び
と
書
い
て
い
ま
す
。
左
２
行
は
、

行
間
を
狭
く
し
て
動
き
も
小
さ
く
書
い
て
い

ま
す
。

　
で
は
、
１
行
ず
つ
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
た
っ
ぷ
り
含
墨
し
て
、
ゆ
っ
く
り
書
き
出

し
ま
す
。
こ
の
ゆ
っ
く
り
が
第
２
行
の
「
不

三
」
ま
で
続
い
て
、「
裳
」
か
ら
は
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
「
亭
」
の
タ
テ
線
を
書
い
て
一

呼
吸
し
、
す
ば
や
く
筆
を
持
ち
直
し
て
、
上

の
流
れ
を
受
け
て
左
下
に
流
し
、
右
へ
大
き

く
振
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
左
と

下
の
余
白
を
征
服
す
る
よ
う
に
「
人
」
を
書

き
終
え
ま
す
。

　
右
２
行
を
見
な
が
ら
、
お
も
む
ろ
に
た
っ

ぷ
り
含
墨
し
て
か
ら
、
反
故
紙
で
ち
ょ
っ
と

ぬ
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
右
２
行
を
見
な
が
ら
、

行
間
を
と
っ
て
、「
思
」
の
第
１
画
を
振
り

下
ろ
し
ま
す
。
や
や
ハ
ヤ
さ
を
増
し
な
が
ら

「
悲
越
」
を
書
き
、「
連
八
」
は
放
ち
書
き
し

て
余
白
を
取
り
入
れ
、
次
の
行
は
動
き
を

小
さ
く
し
て
、
「
奈
久
」
は
全
体
を
な
が
め

て
バ
ラ
ン
ス
と
、
安
定
と
、
し
め
く
く
り
が

し
っ
か
り
出
来
る
よ
う
慎
重
に
書
き
終
え
ま

す
。

あ
た
たゝ
か
き支

心
こ
も
れ
る
ふ不

み三

持裳

ち
て亭

　
　
　
人
思
ひ悲

居越

れ連

ば八

鶯
有
九
日
須

の
な奈

く久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊い

藤と
う

左さ

千ち

夫お



よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  14  −−  15  −

教
き ょ う い く ぶ

育 部 硬
こ う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

で

ひ

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

４



小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  14  −−  15  −

教
き ょ う い く ぶ

育 部 硬
こ う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

は
な

お
も

か

き

も



小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

−  16  −−  17  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

教 育 部 硬 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

ヒ
ャ
ク

イ
ッ

お
ぼ

ニ
ン

シ
ュ

シ
ン

シ
ュ
ン

こ
こ
ろ
ざ
し

カ
イ

そ
ら

み

あ
（
げ
る
）

セ
イ



解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  16  −−  17  −

中
　
一
　
年
　
　
　（
楷
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

教 育 部 硬 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

シ
ョ
ウ

ラ
イ

ゆ
め

キ

ボ
ウ

む
ね

あ
さ



◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、‌�

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。
（
黒
色
に
限
る
）

一
、  ‌�

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、‌�

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  18  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

しめきり　1 月 24 日（必着）

▼小三年以下の課題　　田
た

　中
なか

　愛
あい

　紅
こう

　書

▼小四年以上の課題　　高
たか

　原
はら

　飛
ひ

　水
すい

　書

ち
か

じ
ん

じ
ゃ

かあ

い

ぞ
く

そ
ろ

し
ん

ね
ん

が
つ

が
ん

た
ん

あ
さ

し
ょ
う



−  19  −

　　　　　　　　　教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

小　二　年

酒
さか

井
い

智
とも

仔
こ

書

◆�１月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm× 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。

注
…�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

小　一　年

酒
さか

井
い

智
とも

仔
こ

書

よ　う　年

酒
さか

井
い

智
とも

仔
こ

書



−  20  −−  21  −

　　　　　　　　教育部毛筆課題　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

小　五　年

水
みず

野
の

碧
へき

友
ゆう

書

◆�１月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm× 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。

注
…�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

小　四　年

水
みず

野
の

碧
へき

友
ゆう

書

小　三　年

水
みず

野
の

碧
へき

友
ゆう

書



−  20  −−  21  −

　　　　　　　　教育部毛筆課題　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

中二・三年

玉
たま

樹
き

小
しょう

華
か

書

◆�１月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm× 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。

注
…�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

中　一　年

玉
たま

樹
き

小
しょう

華
か

書

小　六　年

玉
たま

樹
き

小
しょう

華
か

書




